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　1，はじめに

　 今 口 の 色カ テ ゴ リ
ー

研 究は、Berlin＆Kay （1969 ）、

Kay ＆McDaniel（1978）の 基本色彩 語論 を基 礎 と し

た もの が多 い 。そ の 後、彼 等 の 指摘 した 進化 の 第 3

段階 と第 4 段階 と に つ い て は、World　Color　Survey

に よ っ て 、
い くつ か の 新たな集合が 見出され て い る。

色カ テ ゴ リ
ー

の 構造や 形成過程に つ い ては、こ の よ

うな文化 ・言語間比 較ばか りで な く、幼児 ・児童を

対象 と し た研究か らの 知見 も有効で あ り、発達段階

の か な り 早い 時期 に 、赤 ・黄 ・緑 ・青な どの 基木的

な色 カ テ ゴ リ
ーが 成立 して い る と指摘 もある。最 近

の 口本人 を対象 とし た 報 告 と して は、時長（2002）

による縦 断的研 究 があ る。本報で は、幼児 の 色 見本

分類実験か ら、幼児 の 色彩世 界 の 構 造 を知 る こ と を

目的 と して い る。特に そ の 構造や分類 の 基 準 を基本

色彩語論を中心 に考察す る。ただ し、分類実験の み

で あ り、命名 は し て い ない の で 、基 本色彩語と対応

させ に くい 面 もあ る。

2．方法

　 色見本 を幼児に 与 え て 、分類を求めた。

（1）色見本　PCCS か ら 6 ト
ー

ン （p ，lt，v，dk，d，dkg）、各

12 色相（R，rO ，yO ，Y，YG ，G，BG ，gB，B，V，P，RP ）の 計有彩

色 72 色に、無彩色 5 色（w ，Gy −8．5，Gy・5，5，Gy・2．5，BK ）

を加 えた合計 77 色を用 い た。色見本の 大きさは 6×

3cm、光沢色紙を用い た u

（2）被調査者　3 歳か ら 5 歳 ま で の 日本 人幼児 31

名 （内男 16 名、女 15 名）。

（3）手続き　調 査 は個 人法 で 行 っ た。灰色（N4 程度）

の 布 の 上 に 色見本 を ラ ン ダ ム に 配置 して 提 示 。教示 と

して は 「こ こ に ある た く さん の 色カー一
ドを使 っ て 、似

て い る色を集め る ゲーム を し ま し ょ う」 を原則 と した

が 、「同 じ仲間」 「お友 達 ゴ な どの こ とば も用 い た 。全

て の 色見本 が 分類 され るか、似た色は もうな い と答 え

た と こ ろ で 作業を終 了 し た n 作業時間に は個人 差が 大

き か っ たがお よそ 10 分 か ら 20 分程度で あ っ た。

（4）調査場所
・
年 月　幼稚園 ・保育園 の 教室 お よ び 一

般

家庭 の 部屋 で 実施。照 明 は 太 陽光 と蛍 光灯 の 併用に よ

る。2003 年 12 月 に 実施 n

3，結果と考察

　被験者に よ る分類 の 例を図 1 にあげた。以 下こ うし

た分類パ タ
ー

ン の特徴 を考察す る．

ll…1…1
R　rO 　yO 　Y 　YG 　G 　BG 　gB　B　V 　P　RP

PItVdkddkg

　　　 図 1 色見 本の 分類例 （数字 は 分類力テゴ リ
ー
を示 す）

（1）分類数　合計 77 の 色見本を、最少で は 2、最多で

は 45 に分類 し て い た、t 幼児 の 色分類に は か なりの 個

人 差が存在する とい える u 中央値は 13、6 分類 か ら

17 分類まで が 70％ を 占め て い た、なお 、性 ・年齢差

は鮮 明 で なか っ た，た だ、年齢差 に つ い て は わ ず か で

は あ る が加 齢 と 共 に 分 類数 が 減 少 す る 傾 向 は伺 われ

た。以下 で は 6 分類 か ら 17 分類 ま で 22 名 の デ
ー

タ を

と り あげる。

（2）無彩色 の 分類　無彩色 5 見本 で は 、 3段 階に 区分 し

て い る もの が 65％を 占 め る 。

“
白
”“

灰
”“

黒
”

に対応

し た分類は 、か な り定着 し て い る よ うで ある u

（3）トーン 内 の 分類数・トーン間の 距 離　各 ト
ー

ン が い く
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つ に分類 されて い るか、そ の 平均値で み る と pale と

dark　grayish とは少 なく、残る 4 ト
ー

ン は多 い
。

っ

ま り前者 は似た色 とみ られやす い わけ で あ る 。 また 、

ト
ー

ン と ト
ー

ン との 間 の 分割数平均 では、light・vivid

の 2 トーン
、
dark ・dullの 2 ト

ー
ン は分割 され に く

い
。

つ ま り、幼児 の 色彩世 界で は 、明 るい さえた色 、

暗い に ぶ い 色がそれぞれ独 立 し た カ テ ゴ リ
ー

を形成

す る可能性が高 い
。

こ れ に対 し て pale、　dark　grayish

は それ ぞれ他 の トーン と同
…

の カ テ ゴ リーを形成す

る可能性は低 い 。

（4）「白複合 」と「黒複合」　前 項 の よ うに 、他の 有彩色

とは独立 し、か つ 分割 され に くい pale ト
ー

ン は無彩

色 の
“
白
”

と、dark　grayish ト
ー

ン は
“

黒
”

と同
一一

カ テ ゴ リ
ー

を 形 成 し て い る 事 例 が 多 い p

Kay＆McDanie1 は、基本色カ テ ゴ リーの 最 も未分化

な段階 として、　light＝warm （白・赤 ・黄）と dark ＝ cool

　（黒 ・緑
・青）を あげた。し か し今回 の デー

タ で は

そ の よ うな事例はみ られず、hght と darkが存在 し

て い た。 こ の 点 につ い て は、色彩感情等 の 比較文化

的研 究か ら、 日本人 の 場合、色 相よ りも ト
ーン の 規

定力が強い との 指摘 もあ り、日 本 人固有 の 特徴か、

それ とも幼児の 特徴か、今後検討す べ きで あろ う。

（5）色相 内の分類数・色相間の距離　図 2 ・図 3 に色相

内の 分類数 と色相間 の 分割数 とを示 した。こ れ に よ

る と、第 1 に 注 目され るの は
“

緑
”

の 独立 で あ る。

5Y と 3GY との 間、5BG と 5B との 間がそれ ぞれ分

割 され る確率が高く、3GY 〜5BG の 間で は分類数が

少 ない 。なお、黄緑（3GY ）は こ の 場合
“

緑
”

の 範囲に

含まれ て お り、日本人 成人 で の 命名実験結果 とも共

通する。第 2 には　
“
青
”

の 独立 もみ られ る。以 上 の

両者か らは 、緑 ＝青集合 は殆 ん ど存在 し ない こ と、

　
“

青
”

は マ ン セ ル 系 の B の みな らず PB を含ん で い

る こ と、
“

青
”

よ り
“
緑
”

の 方が広 い こ とが知 ら され

る。第 3 には
“

赤
”

と
“

赤紫
”

との 未分化があげら

れ る。少 な く とも 4R と 6RP とが light・vivid ト
ー

ン に お い て 同
一

分類 を形成す る例は 多い 。 第 4 には

し か し
“

紫
”

の 独 立 もある程度認 め られる 。 第 5 に

は 、暖色系の 複雑な分類が あげ られ る。10R か ら 8YR

の 範囲 で は多数 の 分類 がなされて い る。ま た light・

vivid トーン にお い て 4R と 5Y との 間に独立 し た分

類 （
“
橙
”
） が 存在す る 例は 3 例 の み で ある 。
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図 2 各色 相の 分類 数
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一 川

　　 　　 　　 　　図 3 色相間の 分割 数

（6）ピン ク，ブラウン　 日本色研式 系統色名法 に した が

っ て 、
こ の 2 カ テ ゴ リ

ー
に 対応する分類を探す と、

それ ぞれ 2 名程度が 該当す る。全体 と して み れば、

独 自の 分類 を形成 し て は い な い よ うで ある。こ の 原

因 とし て は （4＞の 「白複合」「黒複合」が優先 し た こ と 、

ピ ン クや ブラウ ン の 範囲が狭く、特定 の 1色 な い し 2

色 の み を指 して い るの で はな い か 、等が推測 され る。

4，まとめ

　幼 児 の 色彩世界 の 分類 に は個人差 が大 き い 。 し か

し、基本色彩語論か らは 次の 特徴が認め られた。「白

複合」 「黒複合」、
“
灰

” “
青

” “

緑
”

の 分類は か な り鮮

明 で あ る。
“

紫
”

の萌芽 は うか が える が 、
“

ピ ン ク
” “

ブ

ラ ウン
”

は殆 ん ど認 め ら れ な い 。また 、暖 色系 の 分

類は複雑 で あ り、

“
橙

”
の 存否 は 不確か で あ る。W ．　C．

S．で指摘 され た赤 ＝黄、黄；緑 ＝青、青 ＝ 黒な ど の カ

テ ゴ リ
ー

を示唆する傾向は 認め られ な か っ た 。
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